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平成 19 年８月期、業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、平成 18 年 10 月 13 日に発表しました平成 19 年８月期

業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 

記 

１．平成 19 年８月期の業績予想数値の修正（平成 18 年９月１日～平成 19 年８月 31 日） 

 〔連結〕通期業績予想                        （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 7,115 186 60 

今回修正予想（Ｂ） 6,803 270 61 

増減額（Ｂ－Ａ） △312 83 1 

増減率（％） △4.4 45.0 1.7 

（ご参考：前期実績） 

平成 18 年８月期通期 

 

6,364 

 

△52 

 

△106 

 

 〔個別〕通期業績予想                        （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 5,872 154 54 

今回修正予想（Ｂ） 5,845 288 91 

増減額（Ｂ－Ａ） △27 134 37 

増減率（％） △0.5 86.6 68.4 

（ご参考：前期実績） 

平成 18 年８月期通期 

 

5,440 

 

△30 

 

△81 

 



２．修正の理由 

（1）連結業績について 

当期におきましては、「ビリヤード・ダーツ遊技場運営事業」並びに「まんが喫茶（複

合カフェ）運営事業」における競合店増加による影響、「音響設備販売事業」における受

注見込みの減少による影響により当初計画に対しこれら事業の売上高は減少しているも

のの、主力事業である「カラオケルーム運営事業」の堅調な業績推移と販促計画の効率的

な実施等による販管費の圧縮等により利益面では大幅に改善しております。 

（2）個別業績について 

当期におきましては、前述の「カラオケルーム運営事業」の効率運営の寄与により利益

面が大幅に改善し、過去最高レベルの経常利益を計上できる見込みです。当事業は、今後

も引続き堅調な業績推移が予想されます。 

なお、カラオケ店舗を中心とした既存店のより一層の収益力改善を図る為、リニューア

ル及びルーム数の適正化、業態の統廃合等を推進しております。これに伴い、資産の除却

並びに減損会計の適用による減損損失 133 百万円（当初計画は 60 百万円）を見込んでお

ります。 

以上の結果、前回発表の業績予想を修正いたします。 

 

※  上記の業績予想については、現時点において入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、潜在的

なリスクや不確実性が含まれております。そのため、様々な要因の変化により、実際の業績はこれと異なる

可能性があります。 

 

以 上 

 


